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のみから分泌される O 本論文は，P -45011βによるアルドステロン合成活性が蛋白因子であるカルモデュ
リンによって選択的に阻害されることを報告している O このことは，アルドステロン合成の層分化がP一
4必501川の活性調節に基づ、くという可能性を示すとともに，アルドステロン合成系の調節機構を解明する
上でも意義深いものと考えられる O したがって本論文は，十分学位に値するものと評価する O
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